
Inform
ation

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
時
の
経
済
的
な
負
担
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
加
入
者
が
国
保
税

を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制

度
で
す
。

　
市
で
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
保
険

給
付
費
や
将
来
的
な
県
内
保
険
税
率
の

統
一
化
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
6
年

度
か
ら
国
保
税
の
税
率
を
左
図
の
通
り

改
正
し
ま
す
。

国
保
税
の
算
定
方
法

　
国
保
税
は
、
基
礎
課
税
分
と
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
金
分
、
40
～
64
歳
の
人

の
み
が
対
象
の
介
護
納
付
金
分
に
分
か

れ
、
そ
れ
ら
の
合
計
額
が
世
帯
主
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

国
保
制
度
の
広
域
化

　
平
成
30
年
度
に
国
保
制
度
の
運
営
主

体
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
変
わ
り

ま
し
た
。

　
国
保
税
の
税
率
は
、
県
に
よ
っ
て
市

町
村
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
標
準
保
険
料

率
を
参
考
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
な
が
ら
国
保
運
営
の
健
全
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

成
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

料
金
割
引
な
ど
を
延
長

　
通
行
料
金
の
割
引
と
利
用
時
間
の
拡

大
が
、
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

利
用
時
間
＝
午
前
6
時
～
午
後
3
時

対
象
車
種
＝
E
T
C
搭
載
の
全
車
種

割
引
料
金
＝
軽
自
動
車
な
ど
・
普
通

車
・
中
型
車
1
0
0
円
、
大
型
車

1
5
0
円
、
特
大
車
3
0
0
円

※
く
わ
し
く
は
県
道
路
計
画
課（
☎
0 

4 

3
‐
2
2
3
‐
3
1
2
0
）へ
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

修
了
し
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
3
カ
月
以
上
就
業
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受

講
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
高

齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
7
）へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額
＝
受
講
料
・
教
材
費
の
合
計
額

（
上
限
10
万
円
）

申
請
書
配
布
場
所
＝
高
齢
者
福
祉
課

（
市
役
所
議
会
棟
1
階
）、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.na 

rita.chiba.jp/kenko_fukushi/
page0131_00048.htm

l

）

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

環
境
美
化
運
動

美
し
い
ま
ち
を 

わ
た
し
た
ち
の
手
で

　
区
や
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
次
の
実
施
基
準
日
を
中
心
に

環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
で
は
、
各
地
区
の
道
路
や

公
園
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
瓶
・
缶
な
ど

の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

　
個
人
や
事
業
所
で
環
境
美
化
運
動
に

参
加
す
る
場
合
は
、
ご
み
袋
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
ク
リ
ー
ン
推
進
課

（
☎
20
‐
1
5
3
0
）へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

実
施
基
準
日
＝
5
月
26
日
㈰
、
8
月
4

日
㈰
、
12
月
1
日
㈰

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ
。

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　
市
で
は
、
日
本
人
住
民
と
外
国
人
住

民
が
共
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
多
文
化
共
生
指
針
を
策
定

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍
や
民
族
の

異
な
る
人
た
ち
が
お
互
い
の
文
化
を
認

め
合
い
、
対
等
な
立
場
で
共
に
生
き
て

い
く
こ
と
で
す
。

　
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
団

体
、
市
民
一
人
一
人
が
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
て
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
指
針
は
市
民
協
働
課（
市
役
所
2
階
）

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/shisei/
page101401_00 

001.htm
l

）で
閲
覧

で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
0 

7
）へ
。

国
民
健
康
保
険
税

税
率
が
変
わ
り
ま
す

国民健康保険税の税率

区分 改正前 改正後

基礎課
税分

所得割率 6.30% 6.59%
均等割額 1万9,800円 2万1,000円
平等割額 1万7,000円 1万8,100円
課税限度額 65万円 65万円

後期高
齢者支
援金分

所得割率 1.73% 1.95%
均等割額 7,000円 7,900円
課税限度額 20万円 22万円

介護納
付金分

所得割率 1.68% 1.72%
均等割額 1万5,000円 1万5,300円
課税限度額 17万円 17万円

合計

所得割率 9.71% 10.26%
均等割額 4万1,800円 4万4,200円
平等割額 1万7,000円 1万8,100円
課税限度額 102万円 104万円

　所得割率は所得に対する税率、均等割額
は1人当たりの金額、平等割額は1世帯当た
りの金額。
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

越
し
費
用
な
ど

補
助
額
＝
上
限
30
万
円（
夫
婦
と
も
に

29
歳
以
下
の
場
合
は
60
万
円
）

申
請
期
限
＝
3
月
31
日
㈪

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課
へ
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

廃
棄

分
別
し
て
火
災
防
止

　
電
子
た
ば
こ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
発
火
や
爆
発
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
分
別
せ
ず
に
廃
棄
す
る
と
火
災
や
作

業
員
の
け
が
の
原
因
と
な
る
の
で
、
家

電
量
販
店
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
の
本
体
・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、

携
帯
電
話
会
社
の
店
舗
な
ど
で
メ
ー

カ
ー
に
関
係
な
く
無
償
で
回
収
し
て
い

ま
す
。

　
金
物
・
陶
磁
器
・
ガ
ラ
ス
類（
黄
色

の
指
定
袋
）と
し
て
出
す
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
注

意
し
、
必
ず
放
電
し
て
電
源
が
入
ら
な

い
状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

駆
除
に
補
助
金
を
交
付

　
市
で
は
、
建
物
や
樹
木
な
ど
に
作
ら

れ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た

め
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
る
に
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

補
助
額
＝
巣
の
駆
除
に
か
か
っ
た
費
用

の
2
分
の
1
以
内（
上
限
5
万
円
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

田
支
部
）

◦
6
月
21
日
㈮
…
下
総
公
民
館（
下
総

支
部
）

◦
6
月
27
日
㈭
…
大
栄
公
民
館（
大
栄

支
部
）

時
間
＝
午
後
2
時
～
3
時
50
分（
検
便

と
水
質
検
査
は
午
後
1
時
～
1
時
50

分
）

料
金
＝
講
習
会
1
、
5
0
0
円
、
検
便

8
0
0
円
、
水
質
検
査
7
、
7
0
0

円（
組
合
員
以
外
は
別
途
料
金
）

※
く
わ
し
く
は
印
旛
保
健
所
管
内
食
品

衛
生
協
会（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐
1 

1
7
9
）へ
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

　
毎
年
5
月
12
日
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
、
皆
さ
ん

と
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。

　
福
祉
の
制
度
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど

が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
各
地
区
の
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
社
会
福
祉
課（
☎
20
‐
1
5
3
6
）へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

防
災
行
政
無
線
で
テ
ス
ト

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー

ト
）は
、
自
然
災
害
に
関
わ
る
特
別
警

報
な
ど
、
国
か
ら
送
ら
れ
る
緊
急
情
報

を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
こ
の
緊
急
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ

確
実
に
伝
え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線

を
使
っ
た
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
放

送
を
聞
き
逃
し
た
時
は
、
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐

38
‐
3
8
9
8
）で
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
災
害
発
生
状
況
や
気

象
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

日
時
＝
5
月
22
日
㈬ 

午
前
11
時

放
送
内
容
＝
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す（
3
回
繰
り
返
し
）、
こ
ち

ら
は
防
災
な
り
た
で
す

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

食
品
衛
生
法
定
講
習
会

検
便
と
水
質
検
査
も

期
日
と
会
場（
対
象
支
部
）

◦
5
月
10
日
㈮
…
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
成
田
東
部
支
部
）

◦
6
月
19
日
㈬
…
国
際
文
化
会
館（
成

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

新
婚
世
帯
を
応
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
婚
姻
を
機
に
市
内
で
新
生

活
を
始
め
る
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
住

宅
の
購
入
費
用
や
家
賃
な
ど
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
必
ず
事
前
に
企
画
政
策
課（
☎
20
‐ 

1
5
0
0
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
令
和
6
年
1
月
1
日
～
7
年
3

月
31
日
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
受
理

さ
れ
た
夫
婦
の
う
ち
、
補
助
要
件
を

満
た
し
て
い
る
新
婚
世
帯
。
補
助
要

件
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

 

w
w
.city.narita.chiba.jp/shis 

ei/page0101_00052.htm
l

）で

確
認
し
て
く
だ
さ
い

対
象
と
な
る
費
用
＝
婚
姻
に
伴
い
新
た

に
賃
借
し
た
住
居
に
か
か
る
家
賃
や

住
宅
の
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
引
っ

新規採用職員入所式で（1日）

4月1日㈪〜15日㈪

市長日誌
市長日誌は市ホームページでも公開しています

1日

福島副市長就任式
新規採用職員入所式
辞令交付式
土地開発公社理事会

2日 成田山全国競書大会授賞式
3日 成田のおどり花見

4日 民生委員・児童委員委嘱状伝
達交付式

5日 華道協会総会

6日
レクリエーション協会総会
スポーツ少年団委員総会

7日 東小学校跡地複合施設オープ
ニングセレモニー

9日 新規採用職員研修（市長講話）
11日 食農教育教材本贈呈式
12日「新しい成田空港」構想検討会

13日
青少年相談員連絡協議会総会
スポーツ推進委員連絡協議会
委嘱状交付式・総会

15日
成田祇園祭実行委員会
成田商工会議所青年部総会

広報なりた 2024.5.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2024.5.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11



暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

申
込
方
法
＝
建
築
住
宅
課
に
あ
る
申
込

用
紙
と
必
要
書
類
を
同
課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

設
備
資
金
や
運
転
資
金
に

対
象
＝
中
小
企
業
者
、
新
た
に
事
業
を

始
め
る
人

資
金
の
種
類
と
上
限
額

◦
季
節
資
金
…
3
0
0
万
円

◦
一
般
事
業
・
環
境
経
営
支
援
資
金
…

設
備
3
、
0
0
0
万
円
・
運
転
1
、

5
0
0
万
円

◦
事
業
転
換
・
創
業
支
援
資
金
…
設
備

1
、
5
0
0
万
円
・
運
転
7
5
0
万

円
◦
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
事
業
資
金

…
設
備
2
、
0
0
0
万
円
・
運
転
1
、

0
0
0
万
円

利
率（
年
率
）

◦
季
節
資
金

・
6
カ
月
以
内
…
1
・
8
％（
実
質
自

己
負
担
率
0
・
1
％
）

◦
一
般
事
業
・
環
境
経
営
支
援
・
小
口

零
細
企
業
保
証
制
度
事
業
資
金

・
1
年
以
内
…
1
・
9
％（
実
質
自
己

負
担
率
0
・
1
％
）

・
1
年
を
超
え
3
年
以
内
…
2
・
2
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
4
％
）

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
道
幅
が
4
メ
ー
ト
ル
未
満
の
「
狭
あ

い
道
路
」
に
面
し
た
敷
地
で
建
築
行
為

を
行
う
場
合
は
、
道
路
の
中
心
か
ら
2

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
ま
で
敷
地
を
後
退
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
道
路
か
ら
後
退
し
た
用
地
を
寄
付
し

て
も
ら
っ
た
場
合
、
分
筆
、
道
路
整
備
、

管
理
な
ど
を
市
が
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
が
所
有
す
る
幅
員
4
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
に
面
し
た
敷
地
の
所

有
者（
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
建
築
住
宅
課（
市

役
所
5
階 

☎
20
‐
1
5
6
4
）へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
）

市
が
行
う
業
務
＝
分
筆
登
記
、
所
有
権

移
転
登
記
、
後
退
し
た
用
地
の
道
路

整
備
、
整
備
後
の
維
持
管
理

・
3
年
を
超
え
5
年
以
内
…
2
・
3
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
5
％
）

・
5
年
を
超
え
7
年
以
内
…
2
・
55
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
6
％
）

・
7
年
を
超
え
10
年
以
内
…
2
・
8
％

（
実
質
自
己
負
担
率
0
・
7
％
）

◦
事
業
転
換
・
創
業
支
援
資
金
…
利
率

は
ほ
か
の
資
金
と
同
率
、
実
質
自
己

負
担
率
は
ほ
か
の
資
金
の
半
分（
季

節
資
金
を
除
く
）

※
く
わ
し
く
は
商
工
振
興
企
業
立
地
課

（
☎
20
‐
1
6
2
2
）へ
。

地
球
環
境
保
全
協
定

締
結
事
業
者
を
募
集

　
市
で
は
、
持
続
可
能
で
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
で
2 

0
5
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策
、
ご
み
の
適

正
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
を

行
う
事
業
者
を
募
集
し
「
成
田
市
地
球

環
境
保
全
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
は
、
市
の
融

資
制
度
「
環
境
経
営
支
援
資
金
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
融
資
に
は
条

件
や
審
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
）。

　
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.narit 

a.chiba.jp/environm
ent/page 

111000.htm
l

）で
公
表
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

飲
料
用
井
戸
水
に

　
市
で
は
、
各
世
帯
の
飲
料
用
井
戸
水

か
ら
対
象
物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
検

出
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る

た
め
の
浄
水
器
を
設
置
す
る
世
帯
と
浄

水
器
設
置
か
ら
5
年
以
上
経
過
し
、
故

障
な
ど
で
買
い
替
え
る
世
帯
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
浄

水
器
の
購
入
・
設
置
前
に
、
申
請
の
手

続
き
と
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

地
区
の
人
は
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン（
塩
化
ビ
ニ
ル
ま
た

は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）

補
助
額
＝
浄
水
器
の
購
入
・
設
置
費
用

の
2
分
の
1（
上
限
15
万
円
。
生
活

保
護
受
給
世
帯
な
ど
は
30
万
円
を
限

度
に
全
額
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

見
つ
け
た
ら
駆
除
を

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
5
～
7
月

ご
ろ
に
直
径
5
～
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
る
植
物

で
す
。
生
命
力
・
繁
殖
力
が
と
て
も
強

く
、
一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の

生
育
場
所
を
奪
い
、
生
態
系
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
自
宅
の
庭
な
ど
に
生
え
て
い
た
ら
、

根
か
ら
引
き
抜
き
、
枯
れ
る
ま
で
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
可
燃
ご
み（
青
色
の
指
定

袋
）と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3
）へ
。

根から引き抜き適切に処分を

広報なりた 2024.5.1広報なりた 2024.5.1 12


